
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 【文芸書】 

『八秒で跳べ』                     坪田 侑也／著 文藝春秋 ［913 ツ］ 

『私が鳥のときは』                  平戸 萌／著 河出書房新社［913 ヒ］ 

『ぼくらは回収しない』                     真門 浩平／著［913 マ］ 

 

＊大竹市立図書館のホームページの中にティーンズコーナーがあります。 

 勉強や悩みにも役立つリンク等もあるのでのぞいてみてね。 

 

 

 

 

 

 

    ■利用案内                            

・開館時間 10：00～18：00（火～土）/ 9：00～17：00（日） 

・個人貸出 図書 1人 10点（内ＤＶＤ・ＣＤ資料 2点） 

・貸出期間 2週間 

・休 館 日 月曜日（祝日の時は翌日も）・祝日・年末年始・特別整理期間 

           毎月末（ただし、土・日・月・祝の時は直前の金曜日） 

ホームページアドレス（蔵書検索もできます） http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ☆『夏』（６・７・８月の展示） 

    テーマは、 

              

 

 

                                      です。 

         ティーン向けの本って、青い表紙が多いよね・・・。 

 

    

 

 

 

 

新刊案内 

『恋とそれとあと全部』     住野 よる／著 文藝春秋 [Y913ス] 

 

めえめえ(瀬戸洋平)は下宿仲間でクラスメイトの女子サブレ(鳩代司)に片想

いをしている。サブレは夏休み中、ある“不謹慎な”目的のため、遠方にあるお

じいちゃんの家に行くのだが、めえめえは思いがけずそこに誘われて…。 

 

貸出し中の本は予約することができます。 

ＨＰ・お電話でもできますので、詳しくは 

カウンターまでおたずねください。 

『入門高校生のための金融リテラシー図鑑』 

泉 美智子／監修    学事出版 ［Y591 ニ］ 

   「お金を稼ぐ、使う、貯める、増やす」という観点から、生涯にわたる資産形成につい

て豊富なカラーイラストとともに解説。お金の正体や市場経済のしくみなども取りあげ

る。新学習指導要領の金融リテラシー教育に対応。 

  

『あなたの言葉を』 

辻村 深月／著   毎日新聞出版 [Y914 ツ] 

 大人になってよかったと思うこともたくさんあります。そのひとつが「自分の言葉」

で気持ちが伝えられるようになったことです。さあ、一緒(いっしょ)に「あなたの言

葉」を探しにいきましょう。学校生活、出会いと別れ、読むこと、書くこと…。作家・

辻村深月(つじむらみづき)が、自らの体験を元に語りかけるエッセイ集。 

『死の森の犬たち』 

アンソニー・マゴーワン／作   岩波書店 ［Y933 マ］ 

チェルノブイリの原発事故で生き別れになった子犬のゾーヤと飼い主の少女ナター

シャ、そしてゾーヤの子ミーシャの運命は? 野生のオオカミやクマ、ヤマネコの住む

原生林を舞台に、いま、冒険が始まる! 新感覚の動物文学 

新
刊
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
よ
。 

 

スマートフォンをお持ちの方は

こちらの QR コードからもホーム

ページにアクセスできます。 

青いがエモい 

【実用書】 

『偉人の年収 How much?』   NHK「偉人の年収 How much?」制作班／監修 KADOKAWA［281 イ］ 

『友だちがしんどいがなくなる本』               石田 光規／著 講談社［Y361  イ］   

『カビンくんとドンマちゃん』           加藤 路瑛／著  ワニブックス［493.937  カ］ 

］ 

 

 

〒739-0605 大竹市立戸 1 丁目 6-1 ☎ 0827-52-5338  

１冊紹介♪ 

 

大竹市立図書館には、ティーンズコ

ーナーがあるのを知っていますか？ 

ティーンズコーナーでは、ティーン

ズ向けの本の展示をしています。春・

夏・秋・冬の年４回、入替えている

のでチェックしてみてください。 

2024.6 

http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/


＊[ ]は図書館の請求記号です。 

『青の刀匠』 

    天沢 夏月/著 ポプラ社 [Y933 ア] 

 傷を負った孤独な少年が出会ったのは、日本で

唯一といえる女性刀鍛冶だった。伝統工芸の美し

さ、厳しさ、そして脈々と受け継がれていくものと

は-。少年の成長を瑞々しく綴る、胸が熱くなる青

春小説。 

『恋に焦がれたブルー』  

宇山 佳佑/著 集英社 ［Y913 ウ］ 

 ただありふれた恋を求めた高校生の歩橙(あ

ゆと)と青緒(あお)を試練が襲う。彼を愛おし

いと思う気持ちが、青緒の身体に耐えがたい

痛みを与える不思議な病を発症してしまい

…。切なさに心がふるえる恋の物語。 

 

 

 

 

 

『たとえ祈りが届かなくても君に伝えた

いことがあるんだ』  

 汐見 夏衛/著 KADOKAWA [Y173 シ] 

高2のなずなのクラスメイト鈴白くんが

突然命を絶った。後悔が膨れ上がり、彼と

一緒に作った砂時計に願って眠ると、なず

なは 1ケ月前に戻っていた。しかし彼はま

た死を選び…。ループする中で、なずなは

彼を救えるのか? 

『ブラザーズ・ブラジャー』                     

佐原 ひかり/著 河出書房新社  

[Y913 サ] 

父の再婚で、新しい母・瞳子さんと弟・

晴彦と暮らすことになった高校 1 年生の

ちぐさ。ある日、晴彦がブラジャーを着け

ているところに遭遇し…。 

『「悩み部」の栄光と、その慢心。』           

麻希 一樹/作 学研教育出版 

[Y913 マ] 

学園の悩みは、悩み解決部同好会、通称

「悩み部」の 3 人が解決! 恋と友情、あ

りふれた事件と、意外な結末…。ミステリ

ーあり、笑いあり、感動ありの、どこから

でも読める全 20編を収録する 

『流星コーリング』 河邉 徹/著 

KADOKAWA [Y913 カ] 

人工流星を見に行った高校生のりょ

う。その日を境に、りょうは“明日”に

進むことができなくなり…。2020 年に

現実に流されるという人工流星をテー

マに、その舞台となる広島で繰り広げ

られる青春 SFストーリー。                

『ガラスの封筒と海と』 

アレックス・シアラー/著 求龍堂  

              ［Y933 シ] 

手紙を瓶に入れて海に投げることは、めず

らしいことじゃない。だけど海が返事をよこ

してくるようになったら…。船乗りの父を海

で失った少年が不思議な体験を経て、一歩大

人に成長する姿を描いたヒューマン・ファン

タジー。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

展示本リスト 

他にもこんな本があります♪ 

＊『高校生のための選挙入門』          斎藤 一久/編著   三省堂【Y314 サ】 

＊『バタフライ』           ユスラ・マルディニ/著  朝日新聞出版【Y785 マ】 

＊『宮沢賢治の元素図鑑』               桜井 弘/著 化学同人 【Y431 サ】 

＊『放課後の文章教室』             小手鞠 るい/著 偕成社   【Y913 コ】 

 

 

 

『この夏の星を見る』  

辻村 深月/著 KADOKAWA［Y913 ﾂ］ 

コロナ禍で登校や部活が制限される中、しかし

出会いもあった。オンライン会議を駆使して、全

国で繫がっていく天文部の中高生たち。「スターキ

ャッチコンテスト」開催の次に彼らが狙うのは… 

『青春ノ帝国』  

石川 広千花 /著 ［Y933イ］ 

たとえどんなに離れていても、たとえずっと会

わずにいても、わたしたちはいつまでもともにあ

りつづける…。坂の上の古ぼけた一軒家。その不

思議な塾が、「たったひとつの希望」だった<私>の

ストーリー。 

 

『5 分後に意外な結末 ex』  

桃戸 ハル/編著 ［Y908 コ］ 

涙、恐怖、笑い…。あっという間に読めて、予

想を裏切るドンデン返し! 「上司のアドバイス」

「世界一おいしいカリントウ」「さくらの花」「循

環バス」など、読み切り全 26話を収録したショー

トショート集。 

 

『永遠の夏をあとに』 

雪乃 紗衣/著 東京創元社  

[Y913 ユ] 

かつて神隠しに遭った少年、拓人。年上

の少女、弓月小夜子が現れ、以前、拓人の

母とともに三人で暮らしていたというが、

拓人はどうしても思い出せない。怪異が起

こり始める町で、すべての謎の鍵は拓人の

失われた記憶の中に…。 

『空をこえて七星のかなた』     

加納 朋子/著 集英社［Y913 カ］  

 「南の島へ行くぞ」というパパの言葉で石垣島

へ旅することに。でもあまり気が進まなくて…。

「南の十字に会いに行く」をはじめ、星を愛し、

星に導かれた人々が紡ぐ 7つのミステリー。 

 

＊『ある日、私は友達をクビになった』   エミリー・バゼロン/著   早川書房 【Y371 ハ】 

＊『星の王子さまの天文ノート』        縣 秀彦/監修 河出書房新社 【Y440 ホ】 

＊『女子の心と体のトリセツ』             神藤 多喜子/著 大和書房 【Y495 シ】 

＊『さばの缶づめ、宇宙へいく』      小坂 康之/著  イースト・プレス 【Y667 コ】 

 

 

 


